




はじめに 

わが国における最近の新生児医療の地域化および NICU での呼吸管理を中心とする新生児

医療の進歩は、世界に類をみない新生児死亡率の急激な低下を来し、数多くのこどもたち

の生命を救うことができるようになり、新生児医療の重要性に対する一般の評価もしだい

に増加してきたと思われる。 

香川県は昭和 50 年・新生児死亡率 7.7 と全国でも悪い値を示した後、昭和 54 年概数 42

と、わずか 4年間で半分以下となり、昭和 50 年に始まった香川小児病院を中心とする新生

児医療の地域化、搬送およびNICU の充実の効果が、統計上静岡県浜松地区らと同様.もっ

とも短期間に、典型的に表われた地域と考えられる。 

そこで今回、わが国でも比較的出生数の少い方に属する県の代表として・香川県での新生

児医療の地域化と搬送について述べる。 


